
2002 年東大理□4  

C 上の点 )0(
1

,
2

2

















t

t

t
tQ を考える。

1

1
1

1 22

2







xx

x
y のとき 

22 )1(

2




x

x

dx

dy
 

QにおけるC の接線の傾きは
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であるから、Qを通るC の法線の式は 
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